
ザンセートの自然発火に就て

,. まえがき

昭和 27年4月 30日紳奈川県藤沢市のK化学工場に

於て．浮溜選鉱剤ザンセート (Xanthate)の製造中乾燥

室内に於て発火事故を生じた。紳奈川労働基準局の調査

によって，その原因は自然発火と推走されたが，他にも

同種災害が多い模様とのことであつた。当時筆者はザソ

ャートの自然発火性について問い合わせを受けたが，満

足すべき資料を得られなかつた。その後この現場につい

て実地凋査の機会を得たが，その際少量の試料を入手し

たので，これについて簡蹴な試験を行つた結果，ザソ七

... トの自然発火性を一応裏付けることが出来た。次にそ

の際調査した同種災害の発生状況と共にその概要を報告

して参考に供する。

2. ザンセートの製法

ザソセートは二硫化炭素アルコール，アルカリ金属

の三者の反底生成物のことで，浮溜選鉱に際し捕牧剤と

して使用される。我国で普通ザソセートと稲しているの

は，多くの場合エチル・ザソセ～ト・ソーダのことであ

つて，これに粉末のものと液朕のものとがある。 K工場

の製品は粉末であって，粉末エチ9レザソセートツーダは

遥常エチルアルコールと苛性ソーダを加灌しつヽ攪拌し

て粥朕とし，これに二硫化炭素を徐々に加え反応させて

製造する。

OC凸C迅 OH+NaOH+CS.11→ S=C< _ .. SNa ＋比0

エチル苛性二硫 三チルザ 水
アルコ ソー 化浪に ンセート・
ールダ 素・•• ,_..,. ソーダ

反応生成分は水分を含有するため，これを乾燥して製

品とする。乾燥方法はK工場に於ては次の三段階を経て

行つている。

予備乾燥・・・反応生成物を木製の皿に入れ開放肱態の予

備乾燥室に於て 1日自然乾燥を行う。

中間乾燥•••予備乾燥の終了したものを中間乾燥室に入

れ，本乾燥室より排気される温風を通じな

がち 1日乾燥する。

本乾燥•••中間乾燥の終つたものを粉辟機で粉辟した

後木製の皿＼こ入れた儘，煉瓦造鉄板扉付

の乾燥室に入れ酌管された蒸気パイプ上に

置いて乾燥する。乾燥室上部には排気孔を

有し排風壼を経て中間乾燐室に通じてい

る。乾燥溢度は 60~65'Cといわれる。

尚乾燥方法にはこの外箕空乾燥を行うものや，溶剤を

用い再結晶させて減圧乾燥する方法もある。

製品は通常ドラム罐に入れ密封して販売される。

3. 災害発生状況

反底工場に於て製造された反応生成物を予備乾燥室瓦

び中間乾燥室に於て，それぞれ1日当乾燥した後，更iぷ
これを本乾燥するため，災害当日 (4月30日）午後4時・

頃本乾燥室に入れ乾燥を開始した。 5時30分頃乾燥工場

の責任者が巡回の際乾燥室より燈の出ているのを発見し
. ,1 

直ちに消火に努めた結果，製品を燒失しただけで翌日が

午前1時半過ぎ鑽火した。

事故発生当時の乾燥室内温度は不明であるが，蒸気座

力は 2.5kg/cm2 (制限圧力 2.8kg/cm2)で，又排疇：

は停電のため休止中であつたという。本乾燥室内外に均

火源と認められる様なものは全く無く，弓！火による発氏

は考えられない。尚当工場に於てけ以前にも本乾燥中61
ザンセートが部分的に燻燒朕態を呈したことがあつたとは

いう。

4. 同種災害の発生状況

同種災害の発生朕況に就て調査を行ったところ，襲造

工場関係に於ては昭和16年7月堺市のKY工場に於て，:,;

殆んど同じ様な朕況に於て乾燥中のザソセートの自然男

火事故があり，乾燥室の木部及び製品を燒失したこと坑

報告されている。 （災害事故報告より）

這送途中の発火事故に就て即時中木嬰の樽を容器I~
使用した際起つたことがあるという。 (KY工場）

鉱山等の需要先に於ける発火事故は極めて多く， 2,令
事例を引用すると次の様なものがある。

ー：
土倉鉱山・・・買入後3ケ月以上経過したものが3分の］

以上使用した際自然発火した~ C純度70
80%) 

飯盛鉱山・・-24年7月末使用の密閉ドラム繍から発鳳り

更に3分の 1程使用した他の罐が発火1
妙法鉱山・・-24年7月から 9月迄の間に3分の2程使

したものが5回発火事故を起した。 ． 

v、元~~~~はこ：：こ芯は8勺~!竺？悶：、
金沢一雄及び浮選剤研究会記録）

5. ザンセートの性質と不純物：こ就て

エチ）レザンセートソーダは普通濡黄色の不快な1
有する粉末であつて，水及び熱に対しズ不安定であも

水によつて原料に迄分解される。

_,,-C1H5 S=C +比〇→CS叶 NaOH+c贔 OH'--SNJ.. ← 

C 12) 
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れていないもので，これ等が媒休的役割をはたしている

ぃられるものも，かなり数えられるといり実I天に記る。

'6. 全焼ということも，すつかり燒き盗してしまう場合

かたり出会い，しかも特有の危険性などに哭辿して原因

瓢になしえない場合の多いものも事実である。

次1こ煽突とコンロによる出火の多い事実をその用途上か

分析してみておくことは事実の理解に役立つと考えるの

; で，次にあげておく。煙突はストーフ用が第 1, これは作

繹使用のものが8,事務室使用のものが3となつてい

る。他家とあるのは他家の蜃突の飛火によつて出火してい

［るものである。コンロの方はただコンロというてはその性

厨明らかでないが，その使用用途をみると，さまざまな

ものに使われていて大よその見当がつく。

第 4 表

頼 咋
ノ‘

ストープ用 11 

乾燥室用 3 

接猶剤溶俯釜用 1 

アスファル I・ 溶解釜用 1

炊事かまど用 6 

風呂かまど用 2 

他家のもの 4 

不明確 1 
計 29

コンロ

接府剤溶俯使用

作業易で作業に使用

作業楊で採暖に使用

乾燥室内で使用

用材乾燥のため使用

ハンマー燒入れに

炊事用に

工員が間食するため

洗物の湯を沸すため

不明確

訂・

7

4

2

1

1

4

4

1

1

1

3

 2
 5. 出火場所

これ等の工場のとのような場所から出火しているか，こ

種の工場は一部のi,のを除いては，規模の大きたi,のは

なく，併川住宅のものも多いところから，探つてみるこ

訟嬰であろうと考える。即も第 5表の近りてあつて，

牧り作業場が断然多く，全体の58冤余を占め，更に作業

開のものと倉廂，物饂事務室等の作業物に準するもの

翫てみると， 81骸余を占のる有様で，しかも炎上火災

わたものの割合は，純作業外の場所~より作業閃係の場

の方が10忽余も多い事実を示してし、る。

そこで第5表の最上開に掲げた作業場から出火した場合

，秘柑関係，不明火のク:t~除いたもの釘原囚と泊火物と

尿してみより。
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具工業が最も多く，次I, てヽ作 第2表作業環塙別に

業中徴澗物を梵款させる柑』 よる件委［（受叫1)

材，木工，紡鉗¥一ドに反毛「． 金属機械器且工業 3 

業）エ菜があげられる。 化 学 業 工 I 2 

軸受は伝噂賎栴の各郡位に 製材，木工業! 3 

使用されていろので，小屋紡 績 工 業! 2 

簗床―ド等に取り付けi:出て 此青米，叩刷工業車両各 1--̀―---し、ることが多し、が，なかに（天
その他i 4 

宣動賎等0予特噂槻0)--・音［品となつているものも記り，そ

の設置怜讃州こより出火個）vrも炭なつてくろ。第3表に軸受
の用途及び取付杓置を示し凸もO―)で，後祈は出火点を意味

するものと［こ輿味えるもJー）とし、える。こから床下に収付

られてし、る軌受i迂製村，木工嬰こ多く，床板の『＼開から入

り込んた鋸屑が附着し， 第3表 出火した軸受ピつ ii-]

これが許火物とたること 途―、'豆ひ翫付1叫趾
・ご＿＿＿ご---—,-- ___  ,---- 一 ， —_------ ___ ---

が多し、。床下は常に益柑 叫I受の用泣収什悦趾

されている試態にな＼、の

で，注袖，手入笥を怠る

ことが多く，一旦火を

圧羞叶幾構 8小 J社梁 5 

鉛：刑挟 6 J~c 下 5 

その他 3 そし＇）他 7 
（内不明5!した場介に（王烙が床―ードを - --

這りため発見が遅く，火面料急謁に拡大することにより，

全燒火父こなる危険性加多-~、。ぞれに反し小屋策''!Fに収り

つけて主るものは，—-応こ戸川

しているのが多く，舶受部分に

散積［ている徽訓物に沿火，こ

かが床しこ落 1ごするのを発見1

てし、る蜆合があるが，近｛方に1又

毛椴，送］恥歿笠の回竺休、へいま）ろ

と，その風圧のため眼j祠て燃燒

第 4必軸受,')Lb火

によ乞箔火物
二ご-- - ~-―---ごご ― — 

徽細 !j:IJJ 6 

取イ、［木合 4 

コ fル，巻糾l 4 

その他 3 

が拡大ナる傾向もみうげらかる。軌受こ散りしズし、る岱細

物かなし、文うた場介(;;,, こごで生じた閲擦翌！は立を合から，

これを取付げてある木台に伝（文り，渭次＇足化度をすナめて

出火に全るのである。（第4表参照）

b. 伝噂搬拇

軸受を除く伝噂衷梢1こ於し、ご1,ブーリー，ベルト匁各種

運動がなされているのて，これら圧勁体が他の物と接触し

ている個所においては麿擦，衝撃等しり坦炭り｀；起り出火にゴi

ること予裏る。

i'恥受附近

厠転軸を支えてし、る末端の軸受におし、て，軸が箇かく軸

受よりぬける虞のある場合1::.,軌の先端に鍔（軌と一緒に

詞転する）を収付けるぶ，このfll!J面と軸受台の側面が接咄

し靡擦熱を発するため，徽細物を発散させる工場にあつて

け出火することがある。また回転軸が長い場合は軸の側面

と板壁等が直角に接触この蔀分で梵熱い板壁笠に火が

(68) 

ついたり，プーリー等の取付か既いと木台，梁なとと接陪

L, ごれを出火させろなど常識では判断出来ないような事
さ、;)ころ。

11. ベル！•

伝尊殴轄のうもでヘルトは最も眼につくもので，これら

のうちにはかなりびノ速度を布戸らものかある＇「こめ， これが

他のものと接粧すかぼ〖ベル！、外かの~)j止に使用されーこい

る腑木及び染）当然玲熱ずるわけてあろか，出火に全つた

ことはあまり認ヽてし、なし、。咄，ベルトの継なぎに使用さ、

れている鋲が，プーリーグ）表面と記撃を起す場合こは，l
花を癸生；ーること正あろ C')て，引欠i土）ベーパーが発生し＼

てし、る時には出火ずることぶある。

iii. 切削殷械

抑屑ずる場合にに，匁砂Jと観切閏材との間こ切削熱が発

生する。ぞの？：め犀鸞類を切刷ずる場介には，切別油をか

けこ冷却ずるのてあるが，椰合拿の切削にはこのような方

江をとることか少い。そのため切飢屑か罵火しやずいもの

で度ると，出火の危険に多分こある。町和24年卯燃える火

鉢＼成妙Al6腎る， Cu5;:。， 1I~27勾， .Fe 2烈，） などと枇

を寝がした Mg合金は， 当時し、ろいろな方面に使川され

□、たた召），その歳1ご（文奴件に及ふ火災ぶあつだぶ，その
後麦とを屈つこいろ ct5である。双物には接触面『立の大ぎ

し、総刑バイトの類、が多く，試作中のエ秤によぐみられる。

勿諭，作業中に癸熱するのてあるから，作業終［後長時間

を製して出火ずるようなことは少く，そ 0')吟Ivどが作業巾

で，全燒こなろような火及（まみあこらf;.¥.'o

2-火花

運動中の硬質物か衝撃，接触などを起すと，展械的な火

花を兌し，これぴ仙のものを燃私に：せ火災となることかあ

る。このような火災は工場，作業団の火災の 4効に当り，

麿擦熟による出火より 1)多くなつていろ。

a. 反毛茂類

反壬残とは綿を椀＜槻辰で，その用途により，製綿椴

紡毛殿，閲毛鳳糾モ楓竺と名称に屎たるが，構迂は大休

同じようである。これらの段械は直怪40糎，長さ 140糎程

の円箇の外周に銀板の歯 (Skike)をつげたもので， この

円位を訂分900位に回巳し，こかによつて原綿，ボロ等を

誓わけである。そのため背か穀損したり，鉄片等の関枷

が入ると，阿転している歯との剛撃こよる火花て，綿~·
に沿火するのであるが，これら綿工場には沿火し易ぃ綿

がところきらわす散積しているう之に，円間の回転による

風圧のため，急速に火面が拡大l,採作中でも工場を全燒

ずるようなことはよくある。

そのため出火時問は殆んと作業中 (28件のうも24件）で

あるが，なかには過熱された鉄片や沿火した綿等を矧らず


